
「聳ゆるマストに学ぶ夕べ 反戦平和の運動史 （資料 2)

【 世 界 】 【 日 本 】
年(年号） 事 項 年(年号） 事 項

1848（嘉永1 共産党宣言、仏2月革命、独3月革命 1853（嘉永6 ペリー来航
1864-1889 国際労働者協会（第1インターナショナル） 1867（慶応4 大政奉還・明治維新。（マルクス資本論1）
1871（明3） パリコミューン、イギリス労働組合法制定 1889（明22） 大日本帝国憲法公布
1870年代～ 帝国主義時代（植民地獲得・再分割戦争） 1902（明35 日英同盟、呉海軍造兵廠5千人ストライキ
1889- 第2インターナショナル設立、メーデー決議 1903（明36） 幸徳・堺ら平民社創立、「平民新聞」
1907（明40） 第2インターは世界戦争反対を決議 1904（明37） 日露戦争・第2インター片山潜とプレハノフ
1912（明45） 第2インター・戦争反対の「バーゼル宣言」 1906（明39） 堺利彦ら日本社会党結成・呉海軍工廠スト
1913（大3） 第一次世界大戦、ボルシエビキ反戦決議 1910（明43） 大逆事件、日韓併合条約・朝鮮を植民地に
1917（大6） ロシア2月・10月革命…社会主義革命へ 1912（大1） 鈴木文治ら・友愛会設立
1919（大8） コミンテルン創立、中国五・四運動 1915(大3） 日本・「対華21か条要求」
1921（大10） 中国共産党結成、プロフィンテルン創立 1918（大7） 米騒動・シベリア出兵
1922（大11） 海軍軍縮・主力艦、極東民族大会・徳田球一1920（大9） 日本初メーデー、日本社会主義同盟結成

ソヴィエト社会主義共和国連邦・スターリン 1922（大11） 日本共産党結成、日本農民組合結成
1925（大14） 中国五・三〇事件＝反日スト弾圧 1923（大12） 共産党第1次検挙、関東大震災・大杉栄
1926（大15） 中国国民党・北伐開始（蒋介石） 1925（大14） 普通選挙法・治安維持法成立
1927（昭2） プロフィン汎太平洋労組会議・漢口で開催 1926（大15） 共同印刷スト、社会民衆党・日本労農党
1928（昭3） 毛沢東ら井崗山で紅軍組織、コミン綱領 1927（昭2） 金融恐慌、山東出兵、27年テーゼ
1929（昭4） 反ファシズム国際大会、世界恐慌始まる 1928（昭3） 三・一共産党弾圧事件、全協結成
1930（昭5） ドイツ総選挙でナチスと共産党進出 普選で無産政党8人、特高警察配置
193１（昭６） 瑞金で中華臨時ソビエト政府・毛沢東主席 1929（昭4） 山本宣治刺殺、四・一六共産党弾圧事件
1932（昭7） コミンテルン→各国で8・1反戦デモ 1930（昭5） 共産党・全協・反帝同盟を検挙弾圧

アムステルダムで国際反戦会議 193１（昭６） 9・18柳条湖事件（満州事変・侵略開始）
1933（昭8） ドイツ・ナチス政権成立・共産党を大弾圧 1932（昭7） 上海事変、社会民主党は三反綱領決定

パリで世界反戦反ファッショ大会・片山潜 満州国建国、五・一五事件、三二年テーゼ
1934（昭9） 反戦反ファシズム統一戦線・仏伊西中など 社会大衆党結成、国際反戦デー江東地区
1935（昭10） 中共・毛沢東路線・長征、「抗日救国宣言」 1933（昭8） 東京市電争議、京大・滝川事件

フランス人民戦線成立、米ワグナー法 1934（昭9） 海軍労働組合、日本労働組合全国評議会
1936（昭11） 西仏で人民戦線内閣、朝鮮祖国復光会 1935（昭10） 全日本労働総同盟結成
1937（昭12） パリ反戦擁護国際大会、日中全面戦争 1936（昭11） 陸軍が2・26事件、メーデー禁止

中共「抗日救国十大綱領」、国共合作 日独防共協定、人民戦線運動を弾圧
1938（昭13） ロンドン国際反侵略大会、ミュンヘン協定 1937（昭12） 八幡製鉄争議、7・7盧溝橋事件、

プロフィンテルン解散、仏人民戦線崩壊 全日本労働総同盟・スト絶滅宣言
1939（昭14） 独ソ不可侵条約、第2次世界大戦勃発 1938（昭13） 国家総動員法、産業報国連盟創立
1940（昭15） 日独伊3国軍事同盟、仏ヴィシー政権 1939（昭14） 国民徴用令、＊大日本産業報告会結成＊
1941（昭16） 仏・共産党を大弾圧、独ソ戦開始 1940（昭15） 社会大衆党・総同盟解散、 ＊↓＊
1942（昭17） 1941（昭16） ゾルゲ事件、太平洋戦争開始
1943（昭18） コミンテルン解散、仏抵抗運動全国評議会 1942（昭17） 翼賛政治、食糧管理法、大東亜省設置
1944（昭19） 伊パルチザン闘争、パリ・人民蜂起で開放 1943（昭18） 野坂参三・延安で日本人民開放連盟結成
1945（昭20） ロンドン世界労働組合会議、ドイツ降伏 1944（昭19） 学童疎開、学徒勤労令、徴兵年齢17歳に

ソ連・対日宣戦布告、8・15日本降伏 1945（昭20） 8・15敗戦、共産党合法化、治安維持法廃止

《参考》 《呉地区詳細１》 《左行の続き 《呉地区詳細２》
1902（明35） 呉海軍造兵廠 5千人ストライキ・軍隊出動 2月 古末憲一報告（304名逮捕、27名が起訴）
1906（明39） 工廠ストラィキ・暴動化で24人軍法会議に 寺尾一幹・坂口喜一郎「聳ゆるマスト」創刊
1912（明45） スト参加者１万2000人・検挙者300人で敗北 平松甚松・川窪鉄之助「唸るクレーン」創刊
1918（大7） 米騒動・３万人の蜂起←軍隊出動 2月9・10日 未明・呉市内に9種類のビラ配布
1930（昭5） ロンドン海軍軍縮会議 2月ー3月 呉市内・呉駅・広交差点に反戦ビラ配布
193１（昭６） 呉海軍工廠の人員整理反対闘争 「聳ゆるマスト」2号・3号

3月9日 全協広島支部結成（古末.田中.川窪.重田 4月1日 興文中学自治学生会員を逮捕・弾圧
全協呉支部（責任者・古末憲一） 「聳ゆるマスト」4号

3月～4月 呉海軍工廠の人員整理反対のビラ配布 三次惣次の活動報告記事→赤旗に掲載
5月4日 五・四事件（全協百数十名を逮捕） 5月－10月 呉地区の活動家を逮捕弾圧「10・30事件」

7月 党中国地方委員会結成（呉・岨常治朗） 10月 「聳ゆるマスト」5号・6号
7月 全協呉支部金属労組結成、工場細胞結成 1933（昭8） 2/17呉署は共産党の再建で7名逮捕
9月 呉1門・広で9種類のビラ配布 1933（昭8） 4/25呉海軍軍法会議は水兵5名を懲役刑
10月 坂口・西川・平原海軍兵免除・出獄 4月→7月 党再建委員会→広島県オルグ会議

社研を再建、呉海軍水兵対策委員会設立 9月 ハンマー突撃隊結成、「第2唸るクレーン」
全協金属労組呉海軍工廠分会を結成 1934（昭9） 4・15事件広島で50名逮捕、広高校生49名

1932（昭7） 党地方委員会責任者→三次惣次 ～36（昭11） 呉署は平原甚松、片岡義夫、山崎政高、
1月 党呉地区軍事部責任者→坂口喜一郎 田中豊、山本正一、中村定男らを逮捕


